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栃 木 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 

議 事 録 

議事要旨 

（ 整理番号 ０５０５ ）  

第２回 栃木県最低賃金専門部会 令和５年８月３日 一部公開 

開 催 日 時 令和５年８月３日（水） １３時５８分～１６時５１分 

開 催 場 所 宇都宮市明保野町１－４ 宇都宮第２地方合同庁舎５階大会議室 

開 催 状 況 

 公益を代表する委員 出席 ２ 人 定数 ３ 人 

 労働者を代表する委員 出席 ２ 人 定数 ３ 人 

 使用者を代表する委員 出席 ３ 人 定数 ３ 人 

主 要 議 題 

 

１ 栃木県最低賃金の金額改定について 

２ その他 

 

 

議事録・議事要旨 議      事      録 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒川部会長代理 

 

ただ今から、令和５年度栃木地方最低賃金審議会第２回栃木県最低

賃金専門部会を開催いたします。 

 

― 定数の確認 ― 

公益代表委員の荻原委員及び労働者代表委員の津村委員が欠席、杉

田部会長は 15 時過ぎからの出席となることから、委員定数９名中７

名の出席があり、最低賃金審議会令第６条第６項により３分の２以上

の定足数を満たし、本会議が成立していることを報告。 

 

― 傍聴者の報告 ― 

本日の専門部会は、栃木県最低賃金専門部会運営規程に基づき一部

公開とし、公告の結果８名の傍聴申込みがあり、８名が傍聴すること

を報告。 

 

それでは、ここからの議事につきましては、杉田部会長が到着され 

るまでの間、黒川部会長代理より進行をよろしくお願いいたします。 

 

それでは、私の方で議事を進めさせていただきます。 
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事務局 

 

各代表委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の専門部会におきましても、公労使三者が集まって議論する部

分については公開とし、三者が集まる場面であっても採決がある場合

には、その部分は非公開といたします。 

 傍聴の方は、「審議会傍聴に当たっての遵守事項」を遵守するとと

もに、審議中は事務局の指示に従っていただきますようお願いいたし

ます。 

 それでは、議題（１）の「中央最低賃金審議会会長の説明動画視聴」

についてです。 

 今般、私ども地方最低賃金審議会委員に対し、中央最低賃金審議会

会長からの説明動画が用意されております。 

 動画に限らず、中央の審議会会長から地方審議会委員に対し、この

ように直接的にメッセージが発せられること自体が異例かと思いま

すが、そのあたりの経緯や背景等につきまして、まずは事務局から説

明をお願いします。 

 また、事務局には、説明の間に動画投影の準備を進めていただき、

皆様には、事務局説明に引き続き、動画を御視聴いただきますので、

よろしくお願いします。 

 

―中央最低賃金審議会会長メッセージにかかる経緯・背景説明  ― 

 

【  中央最低賃金審議会会長ビデオメッセージ動画視聴  】 

 

― 令和５年７月 28日令和５年度地域別最低賃金改定の    

目安の中央最低賃金審議会の答申を踏まえた、      

地方最低賃金審議会委員へのメッセージ ― 

 

中央最低賃金審議会の戎野と申します。 

令和５年度地域別最低賃金改定の目安について、中央最低賃金審

議会答申を踏まえまして、メッセージをお伝えしたいと思います。  

本来であれば、藤村会長がお伝えすべきところでありますが、会長

が体調不良のため、会長代理であります私よりお話申し上げたいと

思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

１点目はこのビデオメッセージの趣旨です。 

令和５年４月６日にとりまとめられた、「目安制度の在り方に関す

る全員協議会報告」において、目安の位置づけの趣旨が、地方最低

賃金審議会の各委員にも確実に伝わるよう、都道府県労働局への周

知方法について検討することを事務局に対し要望されました。 

これを受けまして、目安の位置づけの趣旨に加え、この度中央最

低賃金審議会においてとりまとめられた令和５年度の最低賃金改定

の目安について、地方最低賃金審議会の委員に直接伝達されるよ

う、私からビデオメッセージを送らせていただくこととなりまし

た。地方最低賃金審議会の委員の皆様におかれましては、視聴いた



3 / 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だく場を設けることとなった次第です。 

視聴いただく皆様には、これから本格化する今年度の地方最低賃

金額の改定に向けた議論に向け、改めて、目安並びに今年の公益委

員見解の趣旨について、理解を深める機会としていただきたいと思

います。  

２点目は、目安の位置付けです。 

目安は、令和５年全員協議会報告や、令和５年度目安小委報告に

記載しておりますとおり、「目安は、地方最低賃金審議会が審議を進

めるに当たって、全国的なバランスを配慮するという観点から参考

にされるべきものであり、地方最低賃金審議会の審議決定を拘束す

るものではない」ことを改めて認識いただきたいと思います。 

従いまして、公労使での真摯な議論の結果、目安どおりとなるこ

ともあれば、目安を上回ることも、あるいは目安を下回ることもあ

り得るものであります。地方最低賃金審議会におかれましては、目

安及び公益委員見解で述べている３要素のデータに基づく目安決定

の根拠等を十分に参酌し、公労使の三者でしっかりと議論を尽くし

た上での決定を心がけていただきたいと存じます。 

３点目は、令和５年度目安のポイントです。 

今年の目安についても、３要素のデータに基づき納得感のあるも

のとなるよう、公労使で５回に渡って真摯に議論を重ねてまいりま

した。この結果、目安額については、Ａランク 41円、Ｂランク 40

円、Ｃランク 39円となりました。 

３要素のそれぞれの評価のポイントについて、簡潔にご説明申し

上げます。 

まず、「賃金」についてです。連合及び経団連が公表しました賃上

げ率は、30年ぶりの高い水準となっております。また、賃金改定状

況調査の第４表①②の男女計及び一般・パート計についても、平成

14年以降最大となる、2.1％という結果でありました。継続労働者

に限定した第４表③は 2.5％でありました。 

次に、「通常の事業の賃金支払能力」についてです。これは、個々

の企業の賃金支払能力を指すものではないと解され、これまでの目

安審議においても、業況の厳しい産業や企業の状況のみを見て議論

するのではなく、各種統計資料を基に議論を行ってまいりました。 

各種統計資料を見ますと、改善がみられる資料もいくつかありま

した。 

しかしながら、今年度の議論におきましては、企業の支払能力の

厳しさを示すものとして、価格転嫁の状況が特に注目されました。

価格転嫁が進んでいる企業も増加する一方で、転嫁が進まない企業

も増えておりまして、２極化がみられました。価格転嫁が不十分な

状況が、賃上げ原資確保を難しくしている状況にもつながってい

る、その状況にも留意をいたしました。 

最後に、３要素のうち、今年度の公益委員見解で最も重視した、

「労働者の生計費」についてです。ここは少し詳しく申し上げたい
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と思います。消費者物価指数については、昨年の改定後の最低賃金

額が発効した 10月から今年６月までの「持家の帰属家賃を除く総

合」の対前年同期比は 4.3％と、全国加重平均の最低賃金の引上げ

率 3.3％を上回る水準でありました。 

直近の月次を見ると、対前年同月比で、今年４月に 4.1％、５月

に 3.8％、６月に 3.9％となっております。昨年 10月から今年１月

にかけて「持家の帰属家賃を除く総合」４％超え、５％以上にも達

する高い伸びとなった時期と比べますと対前年同月比の上昇幅は縮

小傾向にありますが、しかしながら引き続き高い水準であります。 

消費者物価指数の「総合」、とりわけ「基礎的支出項目」といった

必需品的な支出項目については、経済産業省が実施するエネルギー

価格の負担軽減策である「電気・ガス価格激変緩和対策事業」の影

響で一定程度押し下げられております。「総合」では、６月は１％ポ

イント押し下げられているという試算が出ております。 

なお、６月の使用分から電気の規制料金の値上げが行われている

上に、当該事業の適用は、９月使用分までとされておりまして、10

月使用分以降の扱いについては現時点では決まっていないことを確

認しております。 

このような中、最低賃金に近い賃金水準の労働者の購買力を維持

する観点から、最低賃金が消費者物価を一定程度上回る水準である

ことが必要であると考えております。さらに、昨年以来、継続的に

消費者物価の高騰が見られる状況であり、昨年の改定後の最低賃金

額が発効した 10月から今年６月までの消費者物価指数の対前年同期

比は 4.3％と、昨年度の全国加重平均の最低賃金の引上げ率 3.3％を

上回る高い伸び率であったことも踏まえることが、今年度は適当と

考えました。 

こうした３要素のデータを総合的に勘案しまして、今年は 4.3％

を基準としてランク別の目安額を検討することといたしました。 

次にランクごとの目安額についてです。新しい資本主義実行計画

などの閣議決定文書においても、「今後とも、地域別最低賃金の最高

額に対する最低額の比率を引き上げる等、地域間格差の是正を図

る」とされていることも踏まえ、地域間格差への配慮の観点からも

少なくとも地域別最低賃金の最高額に対する最低額の比率を引き続

き上昇させていくことが必要であると考えました。 

その上で、賃金改定状況調査の第４表や、消費者物価指数のラン

ク別上昇率を見ますと、各ランクに大きな状況の差異があるとは言

いがたいと思います。しかしながら、地域別最低賃金額が相対的に

低い地域における負担増にも一定の配慮が必要であることから、Ａ

ランク、Ｂランク、Ｃランクの目安額の差は１円とすることが適当

であると考えました。 

公益委員見解で参照したデータについては、別添の参考資料とし

てまとめておりますので参照していただきたいと思います。また、

これまで目安に関する小委員会で提示いたしました資料について
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は、地域別のものも含まれておりますので、適宜参照いただければ

と思います。 

また、今般の最低賃金改定の目安は、過去最高額となる高い額で

ありまして、地方最低賃金審議会の委員の中には、なかなか受け入

れ難いとのご意見があることも認識しております。こうしたことも

踏まえまして、中央最低賃金審議会の公益委員といたしましても、

今年度の最低賃金の引上げが着実に行われるよう、政府に対して、

中小企業・小規模事業者が継続的に賃上げしやすい環境整備を行う

よう各種要望を例年以上に盛り込んだところであります。 

 具体的には、生産性向上の支援につきましては、可能な限り多く

の企業が各種の助成金等を受給し、賃上げを実現できるように、政

府の掲げる生産性向上等への支援の一層の強化を求めました。特

に、業務改善助成金につきましては、対象となる事業場を拡大する

とともに、最低賃金引上げの影響を強く受ける小規模事業者が活用

しやすくなるよう、より一層の実効性ある支援の拡充と、最低賃金

の地域間格差を是正しつつ引き上げていくために、最低賃金が相対

的に低い地域における重点的な支援の拡充を強く要望いたしており

ます。 

さらに、中小企業・小規模事業者において業務改善助成金の活用

を推進するための周知等の徹底を要望いたしました。 

 加えて、中小企業・小規模事業者の賃上げ実現に向けて、賃上げ

税制や補助金等における賃上げ企業の優遇、ものづくり補助金、事

業再構築補助金等を通じた生産性向上等への支援の一層の強化に取

り組むことが必要であること、赤字法人においても賃上げを促進す

るため、課題を整理した上で、税制を含めて更なる施策を検討する

ことも必要であることも記載いたしました。さらに、中小企業・小

規模事業者がこれらの施策を一層活用できるよう、周知等の徹底も

要望したところであります。 

 さらに、価格転嫁対策については、「中小企業・小規模事業者の賃

上げには労務費の適切な転嫁を通じた取引適正化が不可欠である」

という考え方を社会全体で共有するとともに、中小企業・小規模事

業者が賃上げの原資を確保できるよう、労務費、原材料費、エネル

ギーコストの上昇分の適切な転嫁に向けた取組の強化を要望いたし

ました。 

４点目は、発効日についてです。 

発効日については、10月 1日にこだわらず、賃上げ効果を速やか

に波及させるために前倒しすべきという意見もあれば、引き上げの

準備のために後ろ倒しすべきという意見もあると承知いたしており

ます。 

令和５年全員協議会報告において、発効日とは審議の結果で決ま

るものであり、発効の時点を規定する最低賃金法第 14条第２項にお

きましても発効日は公労使で議論して決定できるとされています。

このことを、地方最低賃金審議会の委員に周知することが適当であ
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黒川部会長代理 

 

 

各代表委員 

 

黒川部会長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

黒川部会長代理 

 

菊嶋委員 

 

 

 

 

黒川部会長委員 

 

 

 

 

るというふうに記載されています。この趣旨を踏まえまして、丁寧

な議論を行っていただきたいと思っております。 

 ５点目、最後になりますが、これは公労使による真摯な議論につ

いてです。 

これまで述べてきましたとおり、目安額を示す際に、様々な資料

に基づいて公労使で真摯な議論を行ってきたところであります。地

方最低賃金審議会におきましても、公労使による真摯な議論が行わ

れますことを期待しております。中央最低賃金審議会の委員とし

て、地方最低賃金審議会の審議の結果については、注目していきた

いと思っております。皆様には、中央最低審議会の報告も参考にな

さって、公労使による真摯な議論をお願いしたいと存じます。 

 以上です。どうもありがとうございました。 

 

ただ今の動画を御覧になり、何か御意見や御質問等はございます

か。 

 

― 質問等なし ― 

 

 特に御質問などないということでよろしいですね。 

 今年度の目安額や答申文、そこに至った中央の公益見解等につきま

しては、前回の審議会の資料として皆様にも配付されており、事務局

の説明、今回の動画も参考にしつつ、このあとの活発な審議をお願い

します。 

 それでは、議題（２）の「栃木県最低賃金の金額改定について」に

進みます。 

 まず、他局の結審状況等がありましたら、事務局から説明をお願い

します。 

 

 現時点におきましては、本省及び他局からの正式な情報等はござい

ません。 

 

 労働者側、使用者側からは、他県の情報等は何かありますか。 

  

 労働側の連合で把握しているのが１件あります。愛知県Ａランクが

昨日、41 円の引上げが全会一致で決まったという報告を受けていま

す。本審は８月４日、発効日は 10 月１日という報告を受けています

ので、この場で共有させていただきたいと思います。 

 

 ありがとうございました。 

 他にございますか。よろしいですか。 

 ただ今、貴重な情報をいただきましたが、他県はあくまでも他県で

すし、他県の状況が栃木の審議に直接影響するものではありません

が、審議を進めていくうえで参考になることもあるかもしれませんの
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各代表委員 

 

黒川部会長代理 

 

 

各代表委員 

 

黒川部会長代理 

 

 

 

 

 

 

 

各代表委員 

 

黒川部会長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で、今後においても、何か情報等が入った場合には、可能な限り共有

いただければと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、本日の金額審議に入っていきたいと思いますが、まずは、

前回の審議状況を事務局より説明願います。 

 

 前回、第１回専門部会につきましては、第２回本審に引き続き開催

され、公・労・使それぞれの協議を挟みながら、公労協議が４回、公

使協議が３回行われました。 

 その結果、第１回専門部会終了時点では、労働者側の引上げ提示額

は 68円、使用者側の引上げ提示額は 17円でした。 

 以上です。 

 

ただ今の事務局説明で間違いないですか。 

 

― 異議なし ― 

 

金額の他にこの場で何か確認しておきたいことや、補足説明してお

きたいこと等はありますか。 

 

― 特になし ― 

 

では、先ほど事務局から第１回専門部会終了時点での労使それぞれ

の提示金額の確認がございましたが、労使それぞれの主張には、まだ

大きな隔たりがあり、前回は、本日の第２回専門部会に向け、さらな

る御検討をお願いし終了となりました。 

前回は、４回目の公労協議まで行ったところで終了となりましたの

で、本日は公使協議から開始したいと思いますが、それでよろしいで

しょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、これ以降の協議につきましては、公労使それぞれの協議

室にて行い、また、公労協議・公使協議は、公益協議室に適宜御足労

いただいて協議を行うこととします。 

よって、以降、しばらくの間は、「三者が揃って協議する場面」で

はありませんので「非公開」とします。 

なお、本日の協議の最後に、各委員にはこの会場に再度御参集いた

だき、本日の協議内容の確認及び本日時点でのまとめを行うこととし

ますが、その場面は「三者が揃って協議する場面」ですので、そこか

らは再度「公開」といたします。 

ただし、短期間での集中した協議を行うため、本日、三者が再度参

集することとなる時刻につきましては、現時点では未定であり、まっ

たく読めない状況です。 
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事務局 

 

 

黒川部会長代理 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

黒川部会長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴人の方々におかれましては、事情を御理解の上、再度三者が揃

う場面までお待ちいただく場合は、事務局の指示に従ってお待ちくだ

さいますようお願いいたします。 

それでは、それぞれの協議室に移動後、事務局がお声掛けをし、最

初に公使協議を行い、その後は、公労協議・公使協議を適宜行ってい

きたいと思います。 

事務局は、公労使委員をそれぞれ協議室へ御案内ください。 

 

― それぞれの協議室に移動 ― 

 

使用者側から打合せをしたいので少し時間をいただきたいという

ことですが、いかがしましょうか。 

 

お待ちしたいと思いますが、時間がかかるようであれば、労働者側

との協議を先に行いたいと思いますので、労働者代表委員に確認して

いただけますか。 

 

わかりました。 

 

― 労働者代表委員に確認 ― 

 

労働者側は、大丈夫だそうです。 

 

それでは、労働者代表委員をお呼びください。 

 

 

《《 以降、非公開 》》 

 

― 第１回 公益・労働者代表協議 ― 

 

― 第１回 公益・使用者代表協議 ― 

 

― 杉田部会長到着入室 ― 

 

― 公益協議（現在までの協議経過を部会長に説明） ― 

 

― 第２回 公益・労働者代表協議 ― 

 

― 協議進行を黒川部会長代理から杉田部会長に交替 ― 

 

― 第２回 公益・使用者代表協議 ― 

 

― 第３回 公益・労働者代表協議 ― 
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杉田部会長 

 

 

 

 

 

 

各代表委員 

 

杉田部会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

杉田部会長 

 

各代表委員 

 

杉田部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 第３回 公益・使用者代表協議 ― 

 

― 公労使代表委員 審議会場へ移動 ― 

 

 

 《《 以降、公開 》》 

 

それでは審議を再開しますが、ここからは「三者が揃って協議する

場面」になりますので、議事は「公開」といたします。 

本日は、労使それぞれの代表委員と個別に協議を行い、審議を進め

てまいりましたが、労使それぞれの意見に隔たりがあり、これ以上の

進展は望めないと考えますので、日を改めて審議をしたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、事務局より本日の協議結果の報告をお願いします。 

 

 第１回専門部会に引き続き、本日も公・労・使それぞれの協議を挟

みながら、３回の公労協議、３回の公使協議が行われました。 

 その結果、本日の審議終了時点では、労働者側は 51 円の引上げ提

示があり使用者側からは 29円の引上げ提示がありました。 

以上です。 

 

ただいまの事務局の報告でよろしいでしょうか。 

 

 ― 異議なし ― 

 

それでは、本日の金額審議はここまでといたします。 

本日も、労使ともそれぞれのお立場において忌憚なく御主張いただ

くとともに真摯に御協議いただき、ありがとうございました。 

しかしながら、双方の主張にはまだ開きがあり、さらなる歩み寄り

が必要です。 

次回の審議においては、労使それぞれの代表委員の間で一致点を見

出し、結審することを目指したいと考えておりますので、次回までに

更なる御検討をよろしくお願いします。 

なお、現時点におきましては、次回の第３回専門部会を最終回とし

たいと考えており、８月７日（月）午後１時 30 分から、ここ５階大

会議室において開催いたします。 

また、この日は、午後４時から第３回最低賃金審議会本審が予定さ

れていますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、次の議題の（２）その他ですが、委員の皆様、何かござ
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各代表委員 

 

杉田部会長 

 

 

 

 

 

 

 

各代表委員 

 

杉田部会長 

 

 

 

黒川委員 

 

杉田部会長 

 

 

各代表委員 

 

杉田部会長 

いますか。 

 

― 質問等なし ― 

 

 特に無いようですので、以上で本日の専門部会は全て終了となりま

す。 

本日の議事につきましては、運営規程第８条第１項の規定により議

事録を作成することになります。また、議事録については、同条第２

項ただし書の規定により議事録の一部を公開とし、第３項の規定によ

る議事要旨を作成の上、公開することにしたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

 それでは、議事録の内容確認についてですが、公益側の確認者は、

本日私は途中出席ですので、冒頭から御出席されました黒川委員にお

願いしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

 了解しました。 

 

労側・使側もそれぞれどなたかにお願いしたいのですが、どなたが

よろしいでしょうか。 

 

― 労使それぞれの代表委員で協議 ― 

 

 それでは、労働者代表菊嶋委員、使用者代表鈴木委員にお願いしま

す。 

これをもって、第２回栃木県最低賃金専門部会を閉会といたしま

す。 

長時間にわたり、お疲れさまでした。 

 

 


